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五

特
許
製
品
の
使
用
済
み
品
を
再
利

用
し
た
リ
サ
イ
ク
ル
製
品
に
つ
い

て
、
国
内
消
尽
等
の
成
立
を
認

め
、
こ
れ
を
輸
入
す
る
行
為
に
対

し
て
特
許
権
に
基
づ
く
差
止
請
求

権
等
を
行
使
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
と
さ
れ
た
事
例

北
海
道
大
学

助

教

授

田

広

士
山

こと
仁ゴ

-
特
許
権
侵
害
差
止
請
求
事
件
、
東
京
地
裁
平
一
六
同
八
五
)

一
五
七
号
、
平
日
・
ロ
・

8
民
四

O
部
判
決
、
棄
却
(
控
一

「
訴
)
、
判
例
時
報
一
八
八
九
号
一
一

O
頁

」

【
事
実
】
本
件
は
、
イ
ン
ク
ジ
ェ
ッ
ト
プ
リ
ン
タ
用
の
イ
ン

ク
タ
ン
ク
(
液
体
収
納
容
器
)
お
よ
び
そ
の
製
造
方
法
に
関
す

る
特
許
権
(
本
件
特
許
権
)
を
有
す
る
原
告
X
が
、
本
件
特
許

権
の
実
施
口
問
で
あ
る
X
製
品
の
使
用
済
み
品
を
リ
サ
イ
ク
ル
し
、

イ
ン
ク
を
再
充
填
し
た
製
品
を
輸
入
す
る

Y
に
対
し
、
本
件
特

許
権
に
基
づ
き
、

Y
製
品
の
輸
入
・
販
売
等
の
差
止
め
お
よ
び

廃
棄
を
求
め
た
と
こ
ろ
、

Y
が
特
許
権
の
消
尽
を
主
張
し
て
こ

れ
を
争
っ
た
事
案
で
あ
る
。

X
は
、
イ
ン
ク
ジ
ェ
ッ
ト
プ
リ
ン
タ
用
イ
ン
ク
タ
ン
ク
(
以

下
「
X
製
品
」
)
を
日
本
国
内
で
製
造
し
、
一
部
を
日
本
国
内
で

販
売
し
て
い
る
。
海
外
に
お
い
て
は
、

X
、
X
関
連
会
社
ま
た

は
商
社
が
、

X
製
品
を
販
売
し
て
い
る
。

X
ら
が
海
外
で
販
売

し
た

X
製
品
に
つ
い
て
は
、

X
ら
は
海
外
に
お
け
る

X
製
品
の

譲
受
人
と
の
間
で
、
販
売
先
又
は
使
用
地
域
か
ら
わ
が
国
を
除

外
す
る
旨
の
合
意
を
し
て
い
な
い
し
、
そ
の
旨
の
合
意
を
し
た

こ
と
を

X
製
品
に
明
確
に
表
示
し
て
い
な
い
。

Y
は
、
訴
外
A
(
甲
会
社
)
か
ら
イ
ン
ク
タ
ン
ク
(
以
下
、

「
本
件
イ
ン
ク
タ
ン
ク
」
)
を
輸
入
し
て
い
る
。

A
は、

X
製
品

の
イ
ン
ク
を
使
い
切
っ
て
残
っ
た
イ
ン
ク
タ
ン
ク
本
体
を
収
集

し
、
以
下
の
よ
う
に
イ
ン
ク
を
再
充
填
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

イ
ン
ク
タ
ン
ク
本
体
の
液
体
収
納
室
の
上
面
に
、
洗
浄
及
び
イ

ン
ク
注
入
の
た
め
の
穴
を
開
け
る
。
次
い
で
、
イ
ン
ク
タ
ン
ク

本
体
を
洗
浄
し
、
イ
ン
ク
タ
ン
ク
本
体
の
イ
ン
ク
供
給
口
か
ら

イ
ン
ク
が
漏
れ
な
い
よ
う
に
す
る
措
置
を
施
す
。
そ
の
後
、
開

け
た
穴
か
ら
、
負
圧
発
生
部
材
収
納
室
の
負
圧
発
生
部
材
の
圧

接
部
の
界
面
を
超
え
る
部
分
ま
で
及
び
液
体
収
納
室
全
体
に
イ

ン
ク
を
注
入
し
、
穴
及
び
イ
ン
ク
供
給
口
に
栓
を
し
ラ
ベ
ル
等

を
装
着
{
し
て
い
る
。

な
お
、
再
充
填
↑
さ
れ
た
本
件
イ
ン
ク
タ
ン
ク
白
身
、
お
よ
び

本
件
イ
ン
ク
タ
ン
ク
の
製
造
方
法
に
つ
い
て
、
本
件
特
許
権
の

技
術
的
範
囲
に
属
す
る
こ
と
は
当
事
者
に
争
い
が
な
い
。

争
点ω
原
告
製
品
の
日
本
国
内
及
び
海
外
に
お
け
る
販
売
に
よ

り
、
物
の
発
明
で
あ
る
本
件
発
明
一
に
つ
い
て
の
特
許
は
消
尽

し
た
か
。

間
原
告
製
品
の
日
本
国
内
及
び
海
外
に
お
け
る
販
売
に
よ

り
、
物
の
生
産
方
法
の
発
明
で
あ
る
本
件
発
明
一

O
に
つ
い
て

の
特
許
は
消
尽
し
た
か
。
又
は
黙
示
の
許
諾
が
あ
っ
た
か

(略)。

【
判
旨
】
争
点

ω(物
の
特
許
の
消
尽
)
に
つ
い
て

「
:
:
:
特
許
権
者
が
我
が
国
の
園
内
に
お
い
て
特
許
発
明
に
係

る
製
品
を
譲
渡
し
た
場
合
に
は
、
当
該
特
許
製
品
に
つ
い
て
は
特

許
権
は
そ
の
目
的
を
達
し
た
も
の
と
し
て
消
尽
し
、
も
は
や
特
許

権
の
効
力
は
、
当
該
特
許
製
品
を
使
用
し
、
譲
渡
し
又
は
貸
し
渡

す
行
為
等
に
は
及
ば
な
い
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る

(
B
B
S
一事

件
最
高
裁
判
決
)
。

し
か
し
な
が
ら
、
特
許
権
の
効
力
の
う
ち
生
産
す
る
権
利
に
つ

い
て
は
、
も
と
も
と
消
尽
は
あ
り
得
な
い
か
ら
、
特
許
製
品
を
適

法
に
購
入
し
た
者
で
あ
っ
て
も
、
新
た
に
別
個
の
実
施
対
象
を
生

産
す
る
も
の
と
評
価
さ
れ
る
行
為
を
す
れ
ば
、
特
許
権
を
侵
害
す

る
こ
と
に
な
る
。
」

「
:
:
:
本
件
の
よ
う
な
リ
サ
イ
ク
ル
ロ
聞
に
つ
い
て
、
新
た
な
生

産
か
、
そ
れ
に
達
し
な
い
修
理
の
範
囲
内
か
の
判
断
は
、
特
許
製

品
の
機
能
、
構
造
、
材
質
、
用
途
な
ど
の
客
観
的
な
性
質
、
特
許

発
明
の
内
容
、
特
許
製
品
の
通
常
の
使
用
形
態
、
加
え
ら
れ
た
加

工
の
程
度
、
取
引
の
実
情
等
を
総
合
考
慮
し
て
判
断
す
べ
き
で
あ

る。
特
許
製
品
の
製
造
者
、
販
売
者
の
意
思
は
、
価
格
維
持
の
考
慮
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等
が
混
入
し
て
い
る
こ
と
が
あ
り
得
る
か
ら
、
特
許
製
品
の
通
常

の
使
用
形
態
を
認
め
る
際
の
一
一
事
情
と
し
て
考
慮
さ
れ
る
に
と
ど

ま
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
」

一J
i
-
-
(国
際
消
尽
の
成
否
に
関
し
て
も
)
:
:
:
同
様
な
事
情

が
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
特
許
権
者
に
よ
る
権
利
行
使
は
許
さ

れ
る
と
解
さ
れ
る
。
」

「
:
:
:
本
件
イ
ン
ク
タ
ン
ク
本
体
は
、
イ
ン
ク
を
使
い
切
っ
た

後
も
破
損
等
が
な
く
、
イ
ン
ク
収
納
容
器
と
し
て
十
分
再
利
用
す

る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
消
耗
品
で
あ
る
イ
ン
ク
に
比
し
耐
用
期

間
が
長
い
関
係
に
あ
る
。
こ
の
点
は
、
撮
影
後
に
フ
ィ
ル
ム
を
取

り
出
し
、
新
た
な
フ
ィ
ル
ム
を
装
填
す
る
と
、
一
裏
カ
バ
!
と
本
体

と
の
閣
の
フ
ッ
ク
、
超
音
波
溶
着
部
分
等
が
破
壊
さ
れ
て
し
ま
う

使
い
捨
て
カ
メ
ラ
事
件
判
決
の
事
案
と
は
大
き
く
異
な
っ
て
い

る。

24) (判例評論 563号1909号

-
・
・
イ
ン
ク
の
変
質
等
に
起
因
す
る
障
害
を
防
止
す
る
観
点
か

ら
は
、
原
告
指
摘
の
と
お
り
本
件
イ
ン
ク
タ
ン
ク
本
体
を
再
利
用

し
な
い
こ
と
が
最
良
で
あ
る
が
、
:
:
:
本
来
プ
リ
ン
タ
の
所
有
者

が
プ
リ
ン
タ
や
イ
ン
ク
タ
ン
ク
の
価
格
と
の
兼
ね
合
い
を
考
慮
し

て
決
定
す
べ
き
事
項
で
あ
る
。
」

「
:
:
:
本
件
発
明
一
に
お
い
て
は
、
:
:
:
毛
管
力
が
高
い
界
面

部
分
を
形
成
し
た
構
造
が
重
要
で
あ
り
、
:
:
:
上
記
毛
管
力
が
高

い
界
面
部
分
の
構
造
は
、
イ
ン
ク
を
使
い
切
っ
た
後
も
そ
の
ま
ま

残
存
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
」

一li---
本
件
発
明
一
で
は
、
イ
ン
ク
の
充
填
は
構
成
要
件
の
一

部
を
構
成
し
て
い
る
が
、
イ
ン
ク
そ
れ
自
体
は
、
特
許
さ
れ
た
部

品
で
は
な
い
。
」

:
:
:
本
件
イ
ン
ク
タ
ン
ク
本
体
は
、
:
:
:
環
境
保
護
及
び
経

費
削
減
の
観
点
か
ら
、
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
た
安
価
な
イ
ン
ク
タ
ン

ク
へ
の
指
向
が
高
ま
り
、
近
年
で
は
、
被
告
製
品
の
よ
う
な
再
充

填
口
問
を
売
る
業
者
の
数
が
多
く
な
り
、
平
成
一
六
年
四
月
に
行
わ

れ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
に
よ
る
と
、
リ
サ
イ
ク
ル
イ
ン
ク
カ

ー
ト
リ
ッ
ジ
を
現
在
利
用
し
て
い
る
割
合
だ
げ
で
も
、
八
-
八
%

に
達
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
た
安
価
な
イ
ン
ク

判例時報判例時報

つ
い
て
は
、
特
許
権
者
に
排
他
的
な
対
価
回
収
の
機
会
が
与
え
ら

れ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
用
尽
の
対
象
と
な
る

の
は
譲
受
人
が
譲
り
受
り
た
そ
の
有
体
物
限
り
と
い
う
こ
と
に
な

る
。
「
生
産
は
用
尽
し
な
い
」
と
い
わ
れ
る
所
以
で
あ
る
。
本
判

決
は
こ
れ
を
前
提
と
し
て
い
る
。

し
か
し
、
新
た
な
生
産
に
あ
た
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
は
微

妙
な
場
合
も
あ
り
得
る
。
そ
れ
は
、
本
件
で
問
題
と
な
っ
た
「
修

理
と
再
生
産
」
の
場
面
で
あ
る
。
修
理
と
再
生
産
の
問
題
は
結

局
、
い
っ
た
ん
入
手
し
た
特
許
製
品
に
対
し
て
、
有
休
物
と
し
て

別
の
物
を
生
産
し
た
と
み
な
せ
る
の
か
、
そ
れ
と
も
、
元
の
有
体

物
の
維
持
管
理
の
範
障
と
み
な
せ
る
の
か
と
い
う
問
題
に
か
「
か
。

取
引
者
が
特
許
製
品
を
そ
の
耐
用
期
間
の
う
ち
に
使
用
す
る
際

に
、
不
慮
の
事
故
な
ど
に
よ
っ
て
故
障
し
た
場
合
に
も
一
一
切
手
出

し
が
で
き
な
い
、
と
い
う
の
で
は
当
事
者
の
予
測
可
能
性
に
過
度

の
負
担
を
か
け
、
円
滑
な
取
引
が
害
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

修
理
と
再
生
産
の
議
論
の
背
後
に
あ
る
の
は
や
は
り
、
特
許
権

者
に
は
一
個
の
製
品
に
つ
い
て
一
回
の
排
他
的
な
対
価
回
収
機
会

を
設
け
れ
ば
十
分
で
あ
る
と
い
う
三
重
利
得
の
否
定
な
の
だ
ろ

う
。
こ
の
点
で
、
修
理
と
再
生
産
は
用
尽
と
近
似
し
た
議
論
に
な

り
が
ち
で
あ
る
。

ニ
修
理
と
再
生
産
に
関
す
る
学
説

そ
れ
で
は
、
修
理
と
再
生
産
に
関
す
る
学
説
を
術
敵
し
て
み
よ

〉
「
ノ
。

1909号

「
生
産
ア
プ
ロ
ー
チ
」
と
「
消
尽
ア
プ
ロ
ー
チ
」
(
横
山

25) 

説
)修
理
と
再
生
産
の
問
題
に
つ
い
て
、
「
生
産
ア
プ
ロ
ー
チ
」
と

「
消
尽
ア
プ
ロ
ー
チ
」
と
い
う
こ
つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
あ
る
と
唱

え
る
説
が
向
か
(
酔
引
)
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
生
産
に
消
尽
が
観

念
で
き
な
い
こ
と
を
前
提
と
し
て
、
問
題
と
な
る
行
為
が
「
生

産
」
に
該
当
す
る
か
、
一
使
用
」
の
範
障
に
と
ど
ま
る
か
を
主
た

る
観
点
と
す
る
の
が
「
生
産
ア
プ
ロ
ー
チ
」
で
あ
り
、
社
会
通
念

上
の
「
使
用
」
範
囲
を
超
え
る
と
(
厳
密
な
意
味
で
の
「
生
産
」

に
至
ら
な
く
と
も
)
消
尽
を
否
定
し
権
利
行
使
を
認
め
る
の
が

(判例評論 563号187 

タ
ン
ク
へ
の
指
向
は
、
今
後
更
に
高
ま
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
」

「
:
:
:
本
件
イ
ン
ク
タ
ン
ク
本
体
に
イ
ン
ク
を
再
充
填
し
て
被

告
製
品
と
し
た
こ
と
が
新
た
な
生
産
に
当
た
る
と
認
め
る
こ
と
は

で
き
な
い
か
ら
、
日
本
で
譲
渡
さ
れ
た
原
告
製
品
に
基
づ
く
被
告

製
品
に
つ
き
、
国
内
消
尽
の
成
立
が
認
め
ら
れ
る
。
」

【
評
釈
】
一
は
じ
め
に

特
許
吉
弘
、
条
文
上
、
業
と
し
て
の
実
施
(
讐
誠
一
一
)
で
あ
れ

ば
一
律
に
特
許
権
を
侵
害
す
る
こ
と
に
な
り
、
侵
害
の
成
否
に
つ

い
て
被
疑
侵
害
者
の
知
不
知
を
問
題
と
し
な
い
(
綱
結
六
)
。
し
た

が
っ
て
、
特
許
権
者
か
ら
製
品
を
正
当
に
譲
受
け
た
譲
受
人
と
い

え
ど
も
、
条
文
上
は
、
そ
の
製
品
の
使
用
・
譲
渡
(
転
売
)
が
、

直
ち
に
排
他
権
の
効
力
外
と
な
る
わ
げ
で
は
な
い
。

あ
る
製
品
を
売
買
す
る
場
合
に
は
、
所
有
権
が
移
転
す
る
結

果
、
譲
受
人
(
新
所
有
権
者
)
に
有
体
物
の
自
由
な
使
用
・
収

益
・
処
分
が
許
さ
れ
る
が
、
無
体
財
産
権
た
る
特
許
権
は
、
有
体

物
の
売
震
に
よ
っ
て
は
移
転
さ
れ

h
y
だ
と
す
る
と
、
売
買
の

後
に
あ
る
製
品
を
利
用
し
た
い
場
合
に
は
、
売
買
契
約
の
際
に
逐

一
、
無
体
財
産
権
に
関
す
る
権
利
処
理
を
行
わ
な
く
て
は
な
ら
な

く
な
る
。

し
か
し
、
製
品
の
売
り
手
側
に
無
体
財
産
に
つ
い
て
の
何
ら
か

の
権
原
が
あ
る
と
は
限
ら
な
い
か
ら
、
許
諾
の
相
手
先
を
探
知
す

る
の
に
も
相
当
の
コ
ス
ト
を
要
す
る
。
し
か
も
、
無
体
的
な
権
利

は
、
有
体
的
に
一
個
の
製
品
に
つ
い
て
一
つ
、
あ
る
い
は
権
利
者

は
一
人
と
は
限
ら
な
い
の
で
あ
る
。
一
個
の
物
に
つ
い
て
、
有
体

的
な
権
利
と
無
体
的
な
権
利
が
並
存
す
る
現
行
の
法
制
に
は
以
上

の
よ
う
な
問
題
が
あ
り
得
る
。

用
尽
法
理
と
は
、
こ
の
よ
う
な
問
題
を
解
決
す
る
た
め
、
特
許

製
品
を
譲
受
け
る
際
に
逐
一
特
許
権
者
の
許
諾
を
得
な
か
っ
た
と

し
て
も
、
以
後
の
使
用
・
譲
渡
に
つ
い
て
特
許
権
侵
害
を
問
わ
な

い
法
理
で
あ
る
(
尋
問
V
弘
司
ほ
鴻
鵠
尚
昆
誌
品
目
は
び

「
消
尽
」
と
用
い
、
そ
れ
以
外
J

。

の
場
合
は
「
用
尽
」
を
用
い
る
」

無
体
的
な
権
利
の
処
理
を
不
要
と
す
る
用
尽
法
理
は
、
有
体
的

「
消
尽
ア
プ
ロ
ー
チ
」
で
あ
る
と
い
う
。

た
だ
し
横
山
説
は
、
「
生
産
」
的
な
変
形
行
為
が
問
題
と
な
る

場
面
で
は
、
両
ア
プ
ロ
ー
チ
に
実
質
的
な
差
異
は
な
く
(
一
抗
議
剥

吋
刊
誌
手
包
詩
」
い
酬
明
孔
な
)
、
「
消
尽
ア
プ
ロ
ー
チ
」
の
意

義
は
、
特
許
製
品
の
変
形
行
為
が
「
生
産
」
と
評
価
で
き
な
い
場

合
に
も
、
社
会
通
念
上
想
定
さ
れ
得
る
範
囲
を
超
え
た
行
為
に
つ

い
て
は
特
許
権
者
に
権
利
行
使
の
余
地
を
認
め
る
点
に
あ
る
(
日
い

え
ば
、
使
い
捨
て
カ
メ
ラ
事
件
と
し
て
著
名
な
東
京
地
決
平
成
ロ
・
6

・
6
判
時

一
七
一
三
号
一
七
五
頁
、
判
タ
一

O
三
四
号
二
三
五
頁
[
フ
ィ
ル
ム
一
体
型
カ
メ

ラ
〕
、
東
京
地
判
平
成
立
・
8

・
況
判
例
工
業
所
有
権
法
[
二
期
版
]
一
J

』
玲

γ

七
二
五
の
二
O
頁
[
レ
ン
ズ
付
き
フ
ィ
ル
ム
ユ
ニ
ッ
ト
]
の
よ
う
な
事
例
」
奇

し
て
、
東
京
地
判
平
成
門
N

・

I
-
m判
時
一
七
七
九
号
九
九
頁

[
置
換
プ
リ
ン
体

w-
審
]
は
、
「
消
尽
ア
プ
ロ
ー
チ
」
を
採
用

す
れ
ば
、
社
会
通
念
上
の
「
使
用
」
の
範
囲
を
超
え
る
と
し
て
侵

害
の
結
論
を
導
き
得
る
事
例
で
あ
っ
た
が
、
実
際
に
は
、
消
尽
ア

プ
ロ
ー
チ
を
採
り
な
が
ら
非
侵
害
と
し
た
、
と
横
山
説
は
い
う
。

横
山
説
に
内
在
的
に
考
え
て
見
る
と
、
「
生
産
」
と
い
う
行
為

を
い
か
に
定
義
す
べ
き
か
と
い
う
点
が
侵
害
の
成
否
に
大
き
く
影

響
を
与
え
る
こ
と
と
な
る
は
ず
で
あ
る
が
、
横
山
説
は
、
「
生
産
」

(一一
f
耕
一
世
主
条
)
の
定
義
に
つ
い
て
は
、
「
自
然
科
学
的
諸
機
能
や

作
用
効
果
を
も
た
ら
す
物
の
産
出
」
と
定
義
す
る
に
と
ま
る
。

2

田

村

説

次
に
田
村
説
で
あ
る
。
田
村
説
は
、
横
山
説
の
枠
組
み
を
踏
襲

し
つ
つ
そ
れ
に
修
正
を
加
え
て
い
る
。
ま
ず
田
村
説
は
、
ク
レ
イ

ム
解
釈
上
「
生
産
」
に
当
た
り
ょ
う
が
な
い
行
為
、
換
言
す
れ

ば
、
ク
レ
イ
ム
の
構
成
要
素
に
一
切
手
を
触
れ
な
い
で
な
さ
れ
る

よ
う
な
一
了
も
へ
た
と
え
ば
、
東
京
高
判
平
成
門
H

・
H
-
m判
時
一
七
七
九
号
八

J
て

f
f
2
f九
頁
[
置
換
プ
リ
ン
体
W
二
審
]
(
幻
)
で
な
さ
れ
た
よ
う
に

η
w
u
u
M
肘
沼
縦
一
鉱
山
持
誠
一
紘
一
齢
制
山
部
担
軽
叩
社
側
い
れ
)
ゃ
、
ク
レ
イ

ム
の
外
に
出
る
よ
う
な
変
形
行
為
は
、
カ
テ
ゴ
リ
カ
ル
に
侵
害
を

否
定
す
る
。
こ
れ
は
、
特
許
権
者
は
特
許
製
品
に
つ
い
て
一
度
対

価
を
授
受
す
る
機
会
が
あ
る
こ
と
、
お
よ
び
ク
レ
イ
ム
を
信
頼
し

た
者
の
取
引
の
安
全
を
守
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
理
由
と

す
る
。こ
の
点
横
山
説
は
、
特
に
「
消
尽
ア
プ
ロ
ー
チ
」
を
採
っ
た
場

な
権
利
と
無
体
的
な
権
利
が
並
存
す
る
か
ズ
レ
。
を
解
消
す
る
法

理
と
位
置
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
用
尽
法
理
は
、
特
許
権
の
存

在
に
よ
っ
て
市
場
に
お
け
る
有
体
物
の
取
引
が
過
度
に
停
滞
す
る

こ
と
を
防
止
す
る
と
こ
ろ
に
積
極
的
な
趣
旨
が
あ
る
。
し
た
が
っ

て
、
用
尽
の
効
果
は
市
場
の
観
点
か
ら
定
ま
る
も
の
で
あ
り
、
原

則
と
し
て
、
特
許
権
者
の
意
向
に
よ
り
左
右
さ
れ
て
は
な
ら
な
い

と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

も
っ
と
も
、
有
体
物
の
譲
渡
が
あ
っ
た
場
合
に
無
体
的
な
権
利

の
処
理
が
一
切
不
要
な
の
で
あ
れ
ば
、
所
有
権
と
別
に
無
体
財
産

権
を
観
念
す
る
意
義
が
な
い
。
遣
い
が
現
れ
る
の
は
、
用
尽
法
理

は
無
体
物
に
関
す
る
無
権
利
者
の
製
造
し
た
製
品
、
す
な
わ
ち
侵

害
品
の
転
々
流
通
に
は
適
用
さ
れ
か
ぶ
と
い
う
点
で
あ
る
。
特
許

権
者
の
許
諾
な
く
し
て
製
造
さ
れ
た
侵
害
口
聞
に
つ
い
て
は
、
か
善

意
の
転
得
者
4

と
い
え
ど
も
特
許
権
侵
害
と
し
て
問
責
さ
れ
、
差

止
請
求
、
損
害
賠
償
請
求
と
も
行
使
を
受
け
る
。

用
尽
法
理
の
積
極
的
理
由
は
、
以
上
に
述
べ
た
よ
う
に
流
通
の

保
護
に
あ
る
。
消
極
的
理
由
と
し
て
は
、
特
許
権
者
に
二
重
利
得

の
機
会
を
与
え
る
必
要
が
な
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
す
な

わ
ち
、
排
他
的
な
権
利
の
行
使
機
会
は
一
回
あ
れ
ば
十
分
で
、
権

利
者
は
開
発
コ
ス
ト
を
そ
の
機
会
に
回
収
す
べ
き
だ
と
い
う
の
で

あ
る
。
こ
の
説
で
は
、
な
ぜ
排
他
的
に
コ
ス
ト
を
回
収
す
る
機
会

が
一
度
に
限
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
、
と
い
う
説
明
が
内
在

的
に
は
で
き
な
い
が
、
流
通
の
保
護
と
い
う
積
極
的
理
由
を
補
う

消
極
的
理
由
と
し
て
十
分
に
説
得
的
で
あ
り
、
特
許
権
者
と
第
三

者
の
利
益
衡
量
の
バ
ラ
ン
ス
に
も
優
れ
て
い
る
。
ま
た
、
や
や
ト

ー
ト
ロ
ジ
ー
的
で
は
あ
る
が
、
用
尽
が
真
正
品
に
の
み
限
定
さ

れ
、
侵
害
口
聞
に
つ
い
て
は
た
と
え
善
意
の
転
得
者
と
い
え
ど
も
権

利
行
使
か
ら
逃
れ
得
な
い
点
を
よ
く
説
明
で
き
る
。

上
記
の
よ
う
な
用
尽
理
論
を
敷
街
す
れ
ば
、
用
尽
と
い
う
も
の

は
有
体
的
な
製
品
一
つ
一
つ
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
観
念
さ
れ
る

べ
き
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
か
ら
、
真
正
口
問
を
購
入
し
た
譲
受
人

と
い
え
ど
も
、
同
じ
製
品
を
新
た
に
生
産
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る

わ
け
で
は
な
い
。
譲
受
人
の
と
こ
ろ
で
新
た
に
生
産
さ
れ
た
物
に

合
は
、
前
掲
[
置
換
プ
リ
ン
体
W
二
審
]
の
よ
う
な
事
例
で
の
権

利
行
使
を
認
め
る
可
能
性
が
あ
る
か
ら
、
こ
の
点
で
田
村
説
と
は

相
違
す
る
と
思
わ
れ
る
。

次
に
田
村
説
は
、
一
切
の
修
理
行
為
を
禁
止
す
れ
ば
か
え
っ
て

用
尽
法
理
の
趣
旨
を
損
な
う
と
し
て
、
ク
レ
イ
ム
の
構
成
要
素
の

大
半
に
わ
た
っ
て
修
理
を
施
し
た
り
、
部
品
を
入
れ
替
え
る
行
為

を
侵
害
と
し
、
と
れ
に
当
た
ら
な
い
程
度
の
修
理
や
部
品
の
入
れ

替
え
は
、
用
尽
の
効
果
を
及
ぼ
し
て
よ
い
、
す
な
わ
ち
非
侵
害
と

す
べ
き
で
あ
り
、
こ
の
際
に
は
、
特
許
権
者
や
製
品
購
入
者
、
修

理
者
な
ど
の
意
思
そ
の
他
の
属
人
的
な
要
素
は
考
慮
し
な
い
と
述

べ
る
。さ
ら
に
、
消
耗
品
の
取
替
え
行
為
に
つ
い
て
は
、
上
記
の
条
件

に
加
え
て
、
消
耗
品
が
製
品
中
の
ク
レ
イ
ム
に
か
か
る
部
分
の
一

部
に
過
ぎ
な
い
場
合
は
、
用
尽
の
範
鴎
と
し
て
交
換
を
認
め
な
が

ら
、
製
品
の
一
部
で
は
あ
る
が
、
ク
レ
イ
ム
に
か
か
る
部
分
の
大

部
分
を
占
め
る
場
合
は
黙
示
的
許
諾
説
を
併
用
し
よ
う
と
い
う
も

の
で
あ
る
。
黙
一
示
的
許
諾
説
の
特
徴
は
、
特
許
権
者
が
反
対
の
意

思
表
示
を
な
せ
ば
、
再
度
の
権
利
行
使
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る

点
に
あ
り
、
特
許
権
者
か
ら
の
み
消
耗
品
を
購
入
せ
よ
、
と
い
う

特
許
権
者
の
意
思
表
示
に
違
反
す
る
と
特
許
法
上
の
責
任
が
追
及

さ
れ
る
点
に
あ
る
。

三
従
来
の
裁
判
例

そ
れ
で
は
次
に
、
修
理
と
再
生
産
に
関
す
る
従
来
の
裁
判
例
を

み
て
み
よ
う
。

裁
判
例
で
は
、
特
許
製
品
が
本
来
予
定
さ
れ
て
い
る
効
用
を
発

揮
し
た
実
施
(
使
用
)
が
行
わ
れ
た
後
に
耐
用
期
間
を
過
ぎ
た
場

合
は
、
か
か
る
効
用
を
復
活
さ
せ
る
よ
う
な
行
為
は
特
許
権
を
侵

害
す
る
と
判
断
し
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
(
効
用
基
準
)
。
耐
用

期
間
を
判
別
す
る
際
に
は
、
特
許
発
明
の
主
要
な
部
分
な
い
し
特

徴
部
分
に
着
目
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
主
要
な
部
分
に
つ
い
て

効
用
を
復
活
さ
せ
る
行
為
は
、
用
尽
が
観
念
で
き
な
い
「
生
産
」

(
再
生
産
)
に
該
当
す
る
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
(
主
要
部
基
準
)

0

た
と
え
ば
、
大
阪
地
判
平
成
4
・
7
・
ぉ
判
例
工
業
所
有
権
法
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[
二
期
版
]
二
三
九
九
の
二
六
三
頁
[
海
苔
送
り
機
構
]
は
、

「
生
産
と
実
質
的
に
同
視
」
で
き
る
場
合
は
侵
害
に
な
る
と
い
う

基
準
を
と
っ
た
上
、
被
疑
侵
害
者
が
行
っ
た
オ
ー
バ
ー
ホ
ー
ル
は

部
品
の
ほ
と
ん
ど
を
交
換
し
新
口
聞
に
近
い
状
態
に
す
る
こ
と
だ
っ

た
た
め
侵
害
と
判
断
し
た
。
こ
の
事
例
で
は
、
製
品
の
主
要
な
構

成
部
材
は
も
ち
ろ
ん
の
ご
と
、
ク
レ
イ
ム
記
載
の
ほ
と
ん
ど
の
部

材
を
交
換
し
て
い
る
。

名
古
屋
地
判
平
成
日
・
ロ
・

2
平
成
七
例
四
二
九

O
号
[
中
芯

保
持
装
置
]
は
、
取
替
え
が
問
題
と
な
っ
た
下
部
段
ロ

i
ル
は
発

明
の
特
徴
部
分
で
あ
り
摩
耗
し
た
か
ら
と
い
っ
て
補
修
は
許
さ
れ

な
い
と
い
う
。
一
方
、
ク
レ
イ
ム
の
要
素
で
は
あ
る
も
の
の
特
徴

的
で
は
な
い
と
さ
れ
た
上
部
段
ロ

l
ル
に
つ
い
て
は
、
補
修
を
認

め
て
い
る
。

使
い
捨
て
カ
メ
ラ
事
件
と
し
て
著
名
な
前
掲
[
フ
ィ
ル
ム
一
体

型
カ
メ
ラ
]
、
[
レ
ン
ズ
付
き
フ
ィ
ル
ム
ユ
ニ
ッ
ト
]
は
、
と
も
に
、

製
品
が
効
用
を
失
っ
た
後
に
、
残
っ
た
部
口
聞
か
ら
再
度
新
た
な
製

品
を
作
り
出
す
行
為
は
侵
害
と
さ
れ
た
。
前
者
の
事
件
に
つ
い
て

は
、
理
由
付
け
は
と
も
か
く
事
案
と
し
て
は
、
効
用
を
失
っ
た
製

品
に
つ
い
て
実
用
新
案
の
主
要
な
構
成
要
素
を
そ
っ
く
り
交
換
し

て
い
る
事
例
で
あ
る
。
後
者
の
事
件
も
侵
害
の
態
様
は
ほ
ぼ
同
様

(
お
)

で
あ
る
が
、
判
決
は
、
効
用
基
準
だ
け
で
は
な
く
、
特
許
発
明
の

本
質
的
部
分
を
構
成
す
る
主
要
要
素
を
交
換
す
る
場
合
は
侵
害
で

あ
る
、
と
い
う
主
要
部
基
準
に
つ
い
て
も
、
特
に
説
示
し
判
断
を

行
っ
て
い
る
。

前
掲
[
置
換
プ
リ
ン
休
W
一
審
]
は
、
問
題
と
な
っ
た
物
質
で

あ
る
ア
シ
ク
ロ
ビ
ル
を
含
む
製
剤
を
独
占
的
通
常
実
施
権
者
か
ら

購
入
し
、
そ
の
製
剤
か
ら
ア
シ
ク
ロ
ビ
ル
を
抽
出
・
再
結
晶
し
て

再
度
製
剤
化
す
る
行
為
は
、
特
許
製
品
が
製
品
と
し
て
の
効
用
を

終
え
て
い
な
い
上
、
ア
シ
ク
ロ
ビ
ル
自
体
は
何
の
変
化
も
生
じ
て

い
な
い
た
め
に
非
侵
害
と
さ
れ
た
(
師
同
一
一
縄
市
一
前
や
)
。
特
許
発

明
は
い
わ
ゆ
る
化
合
物
発
明
で
あ
っ
た
た
め
、
化
合
物
(
ア
シ
ク

ロ
ピ
ル
)
そ
の
も
の
が
主
要
部
と
判
断
さ
れ
た
。

大
阪
地
判
平
成
日
・
日
・
お
平
成
一
二
例
七
二
七
一
口
ぢ
[
ス
テ

26) (判例評論 563号1909号判例時報判例時報

あ
ろ
う
。
こ
れ
は
、
用
尽
効
果
は
特
許
権
者
の
意
思
と
は
無
関
係

に
発
生
す
る
、
と
い
う
テ
ー
ゼ
と
外
在
的
に
は
矛
盾
し
な
い
。

用
尽
効
果
が
特
許
権
者
の
意
思
と
は
無
関
係
に
生
じ
る
べ
き
な

の
は
、
第
三
者
が
特
許
権
者
の
意
思
を
探
知
し
得
な
い
に
も
関
わ

ら
ず
当
該
第
三
者
の
行
為
が
束
縛
さ
れ
る
こ
と
を
回
避
す
る
た
め

で
あ
る
が
、
製
品
の
設
計
に
つ
い
て
は
、
ま
さ
し
く
製
品
を
通
じ

て
、
特
許
権
者
の
意
思
を
第
三
者
が
把
握
す
る
こ
と
が
可
能
だ
か

ら
で
夙
か
。
し
た
が
っ
て
、
社
会
通
念
と
い
う
枠
を
巌
め
さ
え
す

れ
ば
、
そ
の
限
り
で
特
許
権
者
の
意
思
を
反
映
さ
せ
て
も
特
許
権

者
と
取
引
者
の
バ
ラ
ン
ス
を
失
す
る
お
そ
れ
は
な
い
だ
ろ
う
。
ク

レ
イ
ム
に
記
載
さ
れ
た
発
明
は
概
念
的
な
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
を

有
体
的
に
ど
の
よ
う
に
製
品
に
再
現
す
る
か
は
も
と
も
と
特
許
権

者
の
裁
量
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
過
度
に
特
許
権
者
の
意
思
が
混
入
す
る
こ
と
は
避

け
ね
ば
な
ら
な
い
。
例
と
し
て
、
他
者
の
同
等
品
が
消
耗
品
と
し

て
い
る
部
材
を
無
理
矢
理
に
、
な
い
し
は
お
よ
そ
合
理
的
な
理
由

な
し
に
、
物
理
的
に
交
換
不
可
能
に
設
計
し
て
い
る
場
合
が
挙
げ

ら
れ
よ
う
。
こ
の
よ
う
な
場
合
は
、
そ
の
物
理
的
障
害
に
子
を
加

え
た
上
で
消
耗
品
を
交
換
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
侵
害

を
否
定
す
る
場
合
が
あ
り
得
て
よ
い
。

次
に
問
題
と
な
る
の
が
い
わ
ゆ
る
「
使
い
捨
て
カ
メ
ラ
事
件
」

と
の
関
係
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
本
件
で
も
「
使
い
捨
て
カ
メ
ラ
」

と
の
相
違
点
は
、
「
:
:
:
本
件
イ
ン
ク
タ
ン
ク
本
体
は
、
イ
ン
ク

を
使
い
切
っ
た
後
も
破
損
等
が
な
く
、
イ
ン
ク
収
納
容
器
と
し
て

十
分
再
利
用
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
消
耗
品
で
あ
る
イ
ン
ク

に
比
し
耐
用
期
間
が
長
い
関
係
に
あ
る
。
こ
の
点
は
、
:
:
:
(
本

体
等
)
が
破
壊
さ
れ
て
し
ま
う
使
い
捨
て
カ
メ
ラ
事
件
判
決
の
事

案
と
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
よ
と
い
う
説
示
に
お
い
て
意
識

さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
「
使
い
捨
て
カ
メ
ラ
」
の
事
案
で
は
、

主
要
部
が
そ
の
ま
ま
消
耗
し
て
し
ま
っ
て
い
る
が
、
本
件
で
は
、

主
要
部
(
イ
ン
ク
タ
ン
ク
本
体
)
は
イ
ン
ク
と
同
時
に
消
耗
し
て

し
ま
う
わ
け
で
は
な
く
、
物
理
的
に
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
再
利
用
が
可

能
で
あ
る
と
い
う
点
が
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
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ツ
プ
用
具
]
も
、
再
利
用
不
可
能
で
あ
っ
て
主
要
な
部
材
で
は
な

い
受
金
具
を
交
換
し
て
、
タ
ラ
ッ
プ
本
体
と
組
み
合
わ
せ
る
行
為

は
侵
害
で
は
な
い
と
い
う
。

こ
の
よ
う
に
、
効
用
基
準
と
主
要
部
基
準
は
こ
れ
ま
で
の
裁
判

例
で
ほ
ぼ
等
価
に
用
い
ら
れ
て
お
り
、
別
段
対
立
す
る
基
準
で
も

な
い
こ
と
か
ら
、
相
互
補
完
的
で
あ
り
事
案
に
よ
っ
て
使
い
分
け

ら
れ
て
い
る
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

従
来
の
裁
判
例
中
で
、
本
件
に
最
も
近
い
事
例
は
、
消
耗
品

(
受
金
具
)
の
交
換
が
問
題
と
な
っ
た
前
掲
[
ス
テ
ッ
プ
用
具
]

で
あ
る
。
こ
の
事
例
で
は
、
問
題
と
な
っ
て
い
る
部
材
は
、
製
品

全
体
に
比
べ
て
明
ら
か
に
耐
用
期
聞
が
短
く
、
交
換
が
容
易
な
部

材
を
交
換
し
て
も
製
品
と
し
て
の
同
一
性
が
失
わ
れ
な
い
こ
と
、

こ
の
よ
う
な
部
材
を
交
換
し
て
も
権
利
者
や
取
引
者
の
予
測
可
能

性
を
害
す
る
こ
と
は
な
い
こ
と
、
考
案
の
主
要
部
で
は
な
い
こ
と

を
理
由
と
し
て
、
消
耗
品
の
交
換
を
適
法
と
し
た
。
こ
の
事
案
で

も
、
「
効
用
基
準
」
「
主
要
部
基
準
」
の
二
基
準
で
も
っ
て
判
断
が

行
わ
れ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
よ
う
に
思
う
。

消
耗
品
が
一
般
の
部
材
と
異
な
る
点
は
、
そ
れ
が
交
換
さ
れ
る

こ
と
が
製
造
者
と
利
用
者
(
製
品
購
入
者
)
を
含
む
取
引
界
の
前

提
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
点
、
し
た
が
っ
て
、
母
体
製
品
に
比
べ

て
比
較
的
安
価
に
設
定
さ
れ
る
場
合
が
多
い
と
い
う
点
、
消
耗
品

自
体
が
取
引
の
対
象
と
な
り
競
争
に
栖
さ
れ
や
す
い
と
い
う
点
、

消
耗
品
を
交
換
し
な
い
と
母
体
製
品
自
身
の
製
品
寿
命
を
全
う
す

る
ま
で
使
用
の
継
続
が
で
き
な
い
点
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
こ

と
修
理
と
再
生
産
の
問
題
の
場
面
で
は
、
一
般
の
部
材
と
異
な
る

基
準
は
採
用
さ
れ
て
い
な
い
と
い
っ
て
よ
い
。

四
本
判
決
の
評
価

本
判
決
は
修
理
と
再
生
産
の
中
で
も
、
消
耗
品
が
問
題
と
な
っ

た
事
例
で
あ
る
。
本
判
決
で
は
、
母
体
製
品
が
イ
ン
ク
タ
ン
ク
本

体
で
あ
り
、
消
耗
品
に
あ
た
る
も
の
は
イ
ン
ク
で
あ
る
。

本
判
決
は
、
「
:
:
:
本
件
イ
ン
ク
タ
ン
ク
本
体
は
、
イ
ン
ク
を

使
い
切
っ
た
後
も
破
損
等
が
な
く
、
イ
ン
ク
収
納
容
器
と
し
て
十

分
再
利
用
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
消
耗
品
で
あ
る
イ
ン
ク
に

本
件
と
「
使
い
捨
て
カ
メ
ラ
」
の
よ
う
な
事
案
を
切
り
分
け
る
意

味
で
も
「
効
用
基
準
」
「
主
要
部
基
準
」
は
十
分
に
機
能
す
る
要

件
で
あ
る
。

ま
た
本
件
は
、
「
:
:
:
本
件
発
明
一
で
は
、
イ
ン
ク
の
充
填
は

構
成
要
件
の
一
部
を
構
成
し
て
い
る
が
、
イ
ン
ク
そ
れ
自
体
は
、

特
許
さ
れ
た
部
品
で
は
な
い
。
」
と
一
言
触
れ
て
い
る
。
か
り
に

イ
ン
ク
に
つ
い
て
独
立
の
特
許
権
が
存
在
す
る
場
合
は
、
権
原
な

く
し
て
当
該
イ
ン
ク
を
製
造
販
売
す
る
こ
と
が
そ
の
特
許
権
の
侵

害
を
構
成
す
る
こ
と
は
一
言
う
ま
で
も
な
い
。
イ
ン
ク
の
交
換
行
為

が
実
施
行
為
(
使
用
)
に
該
当
す
る
か
ど
う
か
は
微
妙
で
あ
る

が
、
イ
ン
ク
自
体
が
真
正
口
問
で
あ
れ
ば
用
尽
し
て
お
り
、
非
真
性

口
聞
で
あ
れ
ば
イ
ン
ク
を
生
産
す
る
と
こ
ろ
で
侵
害
が
生
じ
て
い
る

こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
イ
ン
ク
に
関
す
る
特
許
権
者
が
イ
ン
ク

タ
ン
ク
本
体
の
特
許
権
者
と
同
一
で
あ
る
場
合
は
、
い
ず
れ
に
し

て
も
イ
ン
ク
の
交
換
行
為
に
つ
い
て
黙
示
の
許
諾
が
成
立
し
て
い

(

判

記

)

る
場
合
が
多
い
と
思
わ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
本
件
は
、
「
リ
サ
イ
ク
ル
イ
ン
ク
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
を

現
在
利
用
し
て
い
る
割
合
だ
け
で
も
、
八
・
八
%
に
達
し
て
い

る
。
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
説
示
を
、
消
耗
品
交
換
を
適
法
へ

導
く
理
由
の
ひ
と
つ
と
し
て
位
置
付
け
て
い
る
と
す
れ
ば
、
循
環

論
法
と
批
判
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
。
今
問
題
と
な
っ
て
い
る
の

は
消
耗
品
た
る
イ
ン
ク
の
交
換
が
適
法
に
な
し
得
る
か
ど
う
か
で

あ
る
。
イ
ン
ク
の
交
換
が
現
実
に
行
わ
れ
て
い
る
か
ら
と
い
っ
て

も
、
そ
れ
が
違
法
行
為
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
現
実
で
あ
れ
ば
、

適
法
を
導
く
事
情
と
し
て
勘
案
す
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
違
法

行
為
が
繰
り
返
さ
れ
て
い
れ
ば
適
法
に
な
る
と
い
う
も
の
で
は
な

も
ち
ろ
ん
、
取
引
業
界
全
体
に
、
イ
ン
ク
の
交
換
は
慣
習
と
し

て
当
然
に
な
さ
れ
る
も
の
だ
と
い
う
意
識
、
が
あ
り
、
そ
の
よ
う
な

状
態
が
長
年
継
続
さ
れ
取
引
の
当
然
の
前
提
と
な
っ
て
お
り
、
権

利
者
が
特
段
の
主
張
も
な
し
て
い
な
い
よ
う
な
場
合
は
、
非
侵
害

を
導
く
理
由
と
し
て
考
慮
さ
れ
て
も
よ
い
。
そ
の
場
合
は
、
黙
示

の
許
諾
の
問
題
と
も
関
連
し
て
こ
よ
う
。

比
し
耐
周
期
聞
が
長
い
関
係
に
あ
る
。
」
「
:
:
:
本
件
発
明
一
に
お

い
て
は
、
:
:
:
毛
管
カ
が
高
い
界
面
部
分
を
形
成
し
た
構
造
が
重

要
で
あ
り
、
:
:
:
上
記
毛
管
力
が
高
い
界
面
部
分
の
構
造
は
、
イ

ン
ク
を
使
い
切
っ
た
後
も
そ
の
ま
ま
残
存
し
て
い
る
も
の
で
あ

る
。
」
と
い
う
く
だ
り
か
ら
、
「
主
要
部
」
は
「
効
用
」
を
終
え
て

い
な
い
、
と
判
示
し
て
い
る
と
見
て
よ
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
だ
と
す
る
と
、
本
件
も
こ
れ
ま
で
の
裁
判
例
の
流
れ
に
沿
っ

た
も
の
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

そ
の
上
で
本
件
は
、
今
後
、
消
耗
品
の
交
換
行
為
に
関
す
る
議

論
の
組
上
に
の
ぼ
る
で
あ
ろ
う
幾
つ
か
の
示
唆
的
な
説
示
を
行
っ

て
い
ヲ
令
。
ま
ず
、
「
特
許
製
品
の
製
造
者
、
販
売
者
の
意
思
は
、
価
格
維

持
の
考
慮
等
が
混
入
し
て
い
る
こ
と
が
あ
り
得
る
か
ら
、
特
許
製

品
の
通
常
の
使
用
形
態
を
認
め
る
際
の
一
一
事
情
と
し
て
考
慮
さ
れ

る
に
と
ど
ま
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
」
と
述
べ
て
い
る
点
で
あ
る
。

こ
の
説
示
は
す
な
わ
ら
、
特
許
権
者
の
意
思
を
一
定
限
度
で
侵
害

の
成
否
に
反
映
さ
せ
て
も
よ
い
と
い
う
乙
と
で
あ
る
。

こ
の
点
、
用
尽
法
理
に
お
い
て
は
、
特
許
権
者
の
意
思
に
よ
っ

て
用
尽
を
妨
げ
る
こ
と
は
で
き
な
い
、
す
な
わ
ち
特
許
権
を
再
行

使
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
の
が
多
数
説
で
あ
る
。
修
理
と

再
生
産
に
関
す
る
従
来
の
裁
判
例
も
、
「
効
用
」
「
主
要
な
部
分
」

は
、
機
能
、
材
質
、
取
引
実
情
な
ど
特
許
権
者
の
意
思
と
は
無
関

係
に
、
特
許
製
品
か
ら
客
観
的
に
把
握
で
き
る
要
素
を
基
に
定
め

ず」いゆ令。

も
っ
と
も
客
観
的
と
い
っ
て
も
、
機
能
、
材
質
な
ど
は
主
と
し

て
特
許
製
品
の
設
計
に
依
存
し
、
こ
の
限
度
で
は
、
あ
る
程
度
特

許
権
者
の
思
惑
が
入
り
込
む
こ
と
は
避
け
よ
う
が
な
い
。
し
か
し

そ
の
上
で
本
判
決
は
、
そ
れ
を
「
一
事
情
」
と
し
て
考
慮
す
る
に

止
め
る
こ
と
で
、
特
許
権
者
の
意
思
の
過
剰
な
介
入
を
排
除
し
て

い
d
。
す
な
わ
ち
、
特
許
権
者
の
か
意
思
。
は
、
製
品
設
計
の
限

度
で
反
映
さ
れ
る
に
過
ぎ
な
い
こ
と
に
な
る
。

逆
に
い
え
ば
、
特
許
権
者
の
意
思
は
、
製
品
の
設
計
と
い
う
行

為
を
通
し
て
有
体
物
に
反
映
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
べ
き
で

こ
の
よ
う
に
、
本
判
決
は
従
前
の
他
の
裁
判
例
の
延
長
線
上
に

位
置
す
る
も
の
で
あ
り
、
か
っ
、
消
耗
品
の
交
換
事
例
と
し
て
は

東
京
地
裁
で
は
初
め
て
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
最
後
に
、
本
判

決
と
横
山
説
、
田
村
説
の
関
係
に
言
及
し
よ
う
。
横
山
説
の
う

ち
、
「
生
産
ア
プ
ロ
ー
チ
」
を
採
っ
た
場
合
は
本
判
決
は
非
侵
害

の
結
論
が
導
か
れ
よ
う
。
横
山
説
の
生
産
の
定
義
に
従
え
ば
、
本

判
決
で
な
さ
れ
た
行
為
は
「
物
の
産
生
」
と
い
う
域
ま
で
達
し
て

い
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る

(
p
z
h
T一
一
位
一
律
の
)
。

「
消
尽
ア
プ
ロ
ー
チ
」
を
採
っ
た
場
合
は
、
イ
ン
ク
の
交
換
が
、

社
会
通
念
上
想
定
さ
れ
得
る
範
囲
を
超
え
た
行
為
か
ど
う
か
が
問

題
と
な
る
。
本
判
決
は
、
イ
ン
ク
タ
ン
ク
の
再
利
用
の
程
度

(
八
・
八
%
)
を
考
慮
す
れ
ば
、
お
そ
ら
く
非
侵
害
が
導
か
れ
る

の
で
は
な
い
か
。
本
判
決
も
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
「
消
尽
ア
プ

ロ
ー
チ
」
に
近
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
田
村
説
で
も
、
消
耗

品
た
る
イ
ン
ク
は
ク
レ
イ
ム
の
一
部
に
過
ぎ
ず
、
か
っ
、
母
体
製

品
(
イ
ン
ク
タ
ン
ク
)
の
大
部
分
を
占
め
る
も
の
で
は
な
い
か

ら
、
非
侵
害
の
結
論
が
導
か
れ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

本
判
決
は
以
上
の
よ
う
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ

し
、
「
主
要
部
」
「
効
用
」
を
、
製
品
を
基
準
と
し
て
判
断
す
る
の

か
、
ク
レ
イ
ム
を
基
準
と
し
て
判
断
す
る
か
と
い
う
論
点
が
残
さ

れ
て
い
る
よ
う
に
思
う
。
従
前
の
裁
判
例
で
は
、
「
主
要
部
」
「
効

用
」
を
主
と
し
て
ク
レ
イ
ム
基
準
で
考
え
て
い
る
よ
う
に
読
め

る
。
し
か
し
学
説
と
し
て
は
、
「
修
理
と
再
生
産
」
の
議
論
が
、

一
個
の
有
体
物
の
常
識
的
な
寿
命
期
聞
は
当
該
有
体
物
に
つ
い
て

格
別
の
許
諾
な
く
利
用
で
き
る
は
ず
、
と
い
う
用
尽
法
理
を
支
え

る
価
値
観
に
基
づ
い
て
い
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
製
品
基
準
で

考
え
る
も
の
が
あ
る
一
U

も
っ
と
も
、
こ
れ
ま
で
の
裁
判
例
は
製
品

の
「
主
要
部
」
と
ク
レ
イ
ム
の
「
主
要
部
」
が
一
致
し
て
い
た
た

め
、
こ
の
問
題
が
顕
在
化
し
て
い
な
い
と
い
う
指
摘
も
併
せ
て
な

さ
れ
て
い
る
。

五
本
判
決
の
射
程
お
よ
び
残
さ
れ
た
問
題

先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
「
使
い
捨
て
カ
メ
ラ
」
の
事
案
の
射
程

が
本
件
に
及
ん
で
い
な
い
こ
と
と
同
様
に
、
主
要
部
が
消
耗
し
て
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し
ま
う
よ
う
な
事
案
に
本
件
の
射
程
が
及
ば
な
い
こ
土
は
言
う
ま

で
も
な
い
。
本
件
の
射
程
が
及
ぶ
前
提
は
、
母
体
製
品
(
体
消
河
川

一
一
)
の
ほ
ぼ
全
体
が
ク
レ
イ
ム
の
対
象
と
な
っ
て
お
り
、
消
耗
品

(
体
清
一
一
は
)
が
ク
レ
イ
ム
お
よ
び
製
品
の
一
部
に
過
ぎ
ず
、
か

っ
、
消
耗
品
自
体
に
別
の
特
許
権
が
存
在
し
て
い
な
い
場
合
で
あ

る
。
そ
れ
以
外
の
場
合
に
本
件
の
射
程
が
及
ぶ
か
ど
う
か
は
、
そ

れ
白
体
議
論
の
対
象
と
な
ろ
う
。

消
耗
品
に
別
の
特
許
権
が
存
在
す
る
場
合
、
特
に
そ
の
特
許
権

者
が
母
体
製
品
の
特
許
権
者
と
異
な
る
場
合
は
、
消
耗
品
の
特
許

権
者
と
の
関
係
で
本
件
の
射
程
が
及
ば
な
い
こ
と
は
判
旨
か
ら
も

明
ら
か
で
あ
る
が
、
同
一
の
場
合
は
、
先
に
述
べ
た
黙
示
の
許
諾

が
成
立
す
る
場
合
が
多
く
、
本
件
の
射
程
内
で
判
断
し
て
も
構
わ

な
い
か
も
し
れ
な
い
。
消
耗
品
が
母
体
製
品
の
間
接
侵
害
対
象
物

で
あ
る
場
合
は
、
別
の
衡
量
を
要
す
る
た
め
に
本
判
決
の
射
程
は

及
ば

h
v

消
耗
品
の
交
換
に
別
に
契
約
関
係
が
付
随
し
て
い
る
場
合
、
た

と
え
ば
、
母
体
製
品
の
取
引
の
際
に
消
耗
品
も
母
体
製
品
の
特
許

権
者
か
ら
購
入
す
る
契
約
で
あ
る
と
か
、
交
換
行
為
は
母
体
製
品

の
特
許
権
者
の
み
が
行
う
、
と
い
っ
た
契
約
が
な
さ
れ
て
い
る
場

合
は
、
そ
の
成
否
も
含
め
て
、
も
っ
ぱ
ら
契
約
法
お
よ
び
独
占
禁

止
法
が
問
題
に
勺
か
。
と
の
よ
う
な
契
約
に
違
反
し
た
場
合
に
特

許
法
上
の
問
題
が
生
じ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
学
説
上
争
い

(
叩
拍
)

が
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
修
理
と
再
生
産
の
問
題
は
、
他
の
特
許
侵
害
訴

訟
類
型
と
比
べ
て
考
慮
す
べ
き
要
素
が
極
め
て
多
岐
に
一
日
一
る
よ
う

に
感
じ
る
。
だ
と
す
る
と
そ
れ
だ
け
、
各
判
決
の
射
程
が
短
い
も

の
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
も
や
む
を
得
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
修

理
と
再
生
産
の
議
論
は
近
時
よ
う
や
く
活
発
に
な
り
始
め
た
ば
か

り
で
あ
り
、
リ
サ
イ
ク
ル
社
会
の
進
展
と
も
あ
い
ま
っ
て
今
後
議

論
が
深
ま
っ
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
そ
の
中
ア
一
も
特
に
、

消
耗
品
を
製
造
す
る
者
や
消
耗
品
の
交
換
行
為
を
行
う
者
と
、
特

許
権
な
い
し
契
約
の
関
係
は
未
開
拓
の
領
域
で
あ
る
。
今
後
の
裁

28) (判例評論 563号1909号判例時報判例時報

は
傍
論
で
あ
る
(
前
掲
渋
谷
『
知
的
財
産
法
講
義

I
』一一一二

O
貰
、
=
一
村
量
一
[
自
動
車
の
車
輪
上
告
審
・
判
解
]
法
曹

時
報
五
二
巻
五
号
二
二
0
1
二
六
四
頁
(
一
九
九
八
年
)
も

参
照
。
)
う
え
、
「
消
尽
」
の
外
縁
ゃ
、
細
か
い
部
分
で
の
法

的
効
果
が
ど
の
よ
う
な
も
の
か
を
十
分
に
説
明
し
て
い
な
い

た
め
、
こ
の
最
高
裁
判
決
を
も
っ
て
、
国
内
用
尽
に
関
す
る

学
説
の
当
否
優
劣
を
議
論
す
る
こ
と
は
あ
ま
り
生
産
的
と
は

い
え
な
い
。

(
日
)
前
掲
高
林
「
標
準
特
許
法
』
八
三
頁
、
前
掲
渋
谷
『
知

的
財
産
法
講
義
I
』
二
三
一
二
頁
、
上
山
浩
H
西
太
平
強
「
消
尽

論
と
修
理
/
再
生
産
理
論
に
関
す
る
日
米
の
判
例
の
状
況
」

パ
テ
ン
ト
六
号
六

O
頁
(
一
一

O
O五
年
)

0

(
ロ
)
た
だ
し
、
専
用
品
に
つ
い
て
は
例
外
が
あ
り
得
る
。
前

掲
拙
稿
・
知
的
財
産
法
政
策
学
研
究
八
八
1
九
六
頁
、
特
に

八
八
1
九

O
頁
、
及
び
九

O
頁
(
注
弱
)
。

(
日
)
裁
判
例
で
「
生
産
は
消
尽
し
な
い
」
と
判
示
し
た
も
の

と
し
て
、
東
京
高
判
平
成
日
・

1
・

m判
例
時
部
二
七
七
九

号
八
九
頁
[
置
換
プ
リ
ン
体
W
二
審
]
(
ア
シ
ク
ロ
ビ
ル
事

件
)
が
あ
る
。

(
凶
)
滝
井
朋
子
[
レ
ン
ズ
付
き
フ
ィ
ル
ム
ユ
ニ
ッ
ト
・
判
批
]

「
特
許
判
例
百
選
』
[
第
三
版
]
(
別
冊
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
七

O

号
六
一
一
事
件
・
二

O
O
四
年
・
有
斐
閣
)
一
二
八
一
1
二
一
九

頁
で
は
、
向
事
件
を
テ
コ
に
、
な
ぜ
生
産
に
用
尽
が
観
念
で

き
な
い
か
を
論
じ
て
い
る
(
別
事
件
の
評
釈
で
あ
る
が
、
滝

井
朋
子
[
フ
ィ
ル
ム
一
体
型
カ
メ
ラ
・
判
批
]
判
例
待
報
一

七
三
一
号
(
判
例
評
論
五

O
四
号
)
一
九
四
1
一
九
七
頁

(一一

O
O
一
年
)
も
同
旨
)
。
も
っ
と
も
、
筆
者
と
異
な
る
ア

プ
ロ
ー
チ
を
採
っ
た
こ
と
か
ら
そ
の
理
由
に
つ
い
て
は
か
な

り
様
相
が
異
な
っ
て
い
る
。

(
お
)
前
掲
田
村
・
知
的
財
産
法
政
策
学
研
究
三
九
頁
。

な
お
付
言
す
る
が
、
以
下
の
議
論
は
製
品
が
真
正
口
聞
の
場

合
の
話
で
あ
っ
て
、
製
品
が
侵
害
口
問
で
あ
る
場
合
は
、
修
理

で
あ
っ
て
も
再
生
産
で
あ
っ
て
も
そ
の
行
為
自
体
、
適
法
性

を
認
め
る
必
要
は
な
い
。

(
M
M
)

修
理
と
再
生
産
の
議
論
と
、
消
尽
の
議
論
争
ゲ
一
切
り
分
け

よ
う
と
試
み
る
も
の
に
、
前
掲
上
山
H
西
本
・
パ
テ
ン
ト
六

一
1
六
三
頁
。
も
っ
と
も
、
こ
れ
ら
は
言
葉
の
問
題
に
過
ぎ

な
い
と
い
う
見
解
も
あ
る
(
田
村
善
之
「
本
事
件
二
審
鑑
定

意
見
書
」
(
未
公
表
)
二
一
頁
)
。

(
口
)
横
山
久
芳
[
置
換
プ
リ
ン
体

W
一
審
・
判
批
]
前
掲

『
特
許
判
例
百
選
』
六
二
事
件
二
ニ
0
1
一
三
一
頁
、
横
山

1909号29) (判例評論 563号191 

(
お
)

判
例
お
よ
び
研
究
を
注
目
し
て
い
き
た
い
。

(
1
)

用
尽
に
関
す
る
学
説
・
裁
判
例
に
つ
い
て
は
、
田
村
善

之
「
修
理
や
部
品
の
取
替
え
と
特
許
権
侵
害
の
成
否
」
知
的

財
産
法
政
策
学
研
究
六
号
三
二
一
1
二
一
五
頁
(
二

O
O五
年
)
、

同
旨
同
「
用
尽
理
論
と
方
法
特
許
へ
の
適
用
可
能
性
に
つ
い

て
」
特
許
研
究
三
九
号
五
1
七
頁
(
二

O
O五
年
)
、
増
井
和

夫
H
田
村
善
之
『
特
許
判
例
ガ
イ
ド
』
[
第
三
版
]
(
二

O
O

五
年
・
有
斐
閣
)
二
四
四
1
二
五
三
一
頁
(
田
村
)
、
拙
稿
「
用

尽
と
は
何
か
|
契
約
、
専
用
品
、
そ
し
て
修
理
と
再
生
産
を

通
し
て

l
」
知
的
財
産
法
政
策
学
研
究
七
一
1
九
九
頁
参
照
。

拙
稿
は
、
筆
者
の

H
P
(
E
G・¥¥日
5
5
8出

mz-ロ山内
片
山
「

g
B

¥
g
r
c門
EagrmF宮
町
山
一
句
¥
君
。
円
宮
¥
℃
告
巾
吋

C

∞
Y
Zニ
)
か

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能
で
あ
る
。

な
お
本
稿
で
は
、
紙
幅
の
都
合
上
、
拙
稿
に
引
用
し
た
文

献
に
つ
い
て
は
、
主
た
る
文
献
を
除
き
重
複
し
て
の
引
用
は

控
え
た
。
用
尽
に
関
す
る
基
本
的
な
学
説
な
ど
は
、
こ
の
注

(
1
)
に
掲
げ
た
文
献
の
引
用
文
献
を
参
照
し
て
い
た
だ
き

た
し
。

(
2
)

も
っ
と
も
、
「
業
と
し
て
」
の
要
件
(
特
許
法
六
八
条
)

が
あ
る
た
め
、
家
庭
内
実
施
と
同
程
度
の
規
模
で
あ
れ
ば
、

私
人
に
よ
る
生
産
、
使
用
、
譲
渡
な
ど
は
用
尽
を
考
慮
す
る

必
要
が
な
い
。
以
後
、
本
稿
で
前
提
と
す
る
者
は
、
特
記
な

き
限
り
す
べ
て
「
業
と
し
て
」
の
実
施
を
行
う
者
と
す
る
。

(
3
)

田
村
善
之
「
知
的
財
産
法
』
[
第
三
版
〕
(
二

O
O
二一

年
・
有
菱
商
)
一
1
=
一
頁
。

(
4
)

中
山
信
弘
『
工
業
所
有
権
法
・
上
』
[
第
二
版
増
補
]

(
二
0
0
0
年
・
弘
文
堂
)
一
二
六
三
頁
、
竹
田
和
彦
『
特
許

の
知
識
』
[
第
七
版
]
(
二

O
O
四
年
・
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社
)

一二七

O
頁
。
具
体
的
に
は
、
特
許
権
者
の
一
方
的
な
意
思
表

示
に
よ
っ
て
は
、
特
許
権
の
再
行
使
は
認
め
ら
れ
な
い
と
い

う
帰
結
が
導
か
れ
る
。

(
5
)

明
示
的
に
指
摘
す
る
も
の
と
し
て
、
高
林
龍
司
標
準
特

許
法
』
(
二

O
O二
年
・
有
斐
閣
)
八
一
二
頁
、
前
掲
田
村
『
知

的
財
産
法
』
二
四
八
頁
、
仙
元
隆
一
郎
「
特
許
法
講
義
』
[
第

四
版
]
(
二

O
O
Z
一
年
・
悠
々
社
)
一
六
一
一
員
。
も
ち
ろ
ん
以

降
で
引
用
す
る
他
の
学
説
も
、
特
許
権
者
な
ど
の
正
当
な
権

原
を
有
す
る
者
に
よ
る
「
適
法
な
拡
布
」
、
す
な
わ
ち
真
正
口
問

で
あ
る
こ
と
を
用
尽
の
前
提
と
し
て
い
る
。

(6)

竹
田
稔
「
知
的
財
産
権
侵
害
要
論
』
[
特
許
・
意
匠
・
商

標
編
]
(
二

O
O三
年
・
発
明
協
会
)
一
九
六
頁
、
前
掲
田
村

『
知
的
財
産
法
』
二
四
八
頁
、
前
掲
仙
元
『
特
許
法
講
義
』

久
芳
[
フ
ィ
ル
ム
一
体
型
カ
メ
ラ
・
判
批
]
ジ
ュ
リ
ス
ト
一

二
O
一
号
一
四
八
1
一
五
二
百
九
(
二

O
O
一年)。

(
路
)
前
掲
田
村
・
知
的
財
産
法
政
策
学
研
究
は
、
こ
の
分
析

に
従
っ
て
論
を
進
め
る
。

(
四
)
同
旨
、
福
田
親
男
[
レ
ン
ズ
付
き
フ
ィ
ル
ム
ユ
ニ
ツ

ト
・
判
批
]
『
特
許
侵
害
裁
判
の
潮
流
』
(
大
場
喜
寿
・
二

O

O
二
年
・
発
明
協
会
)
五
一
六
頁
。

(
初
)
私
見
を
述
べ
れ
ば
、
特
許
法
上
の
「
生
産
」
は
法
律
用

語
で
あ
り
、
ま
さ
し
く
特
許
法
の
趣
旨
の
観
点
か
ら
そ
の
範

囲
を
定
義
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
法
律
上
の
概
念
で
あ
る
と

い
う
べ
き
で
あ
る
。
そ
し
て
、
特
許
製
品
の
変
形
行
為
が
、

用
尽
し
な
い
「
生
産
」
に
該
当
す
る
か
否
か
は
、
社
会
通
念

を
含
め
て
事
案
ご
と
に
判
断
し
て
よ
い
も
の
と
考
え
る
。

た
と
え
ば
、
前
掲
[
フ
ィ
ル
ム
一
体
型
カ
メ
ラ
]
、
[
レ
ン

ズ
付
き
フ
ィ
ル
ム
ユ
ニ
ッ
ト
]
の
よ
う
な
事
例
で
は
、
製
品

の
性
質
な
ど
客
観
的
に
把
握
で
き
る
事
柄
か
ら
、
被
疑
侵
害

者
の
行
為
が
元
の
製
品
と
の
同
一
性
を
損
な
い
新
た
な
製
品

を
「
生
産
」
す
る
に
至
っ
た
の
か
ど
う
か
、
と
い
う
判
断
は

法
的
評
価
と
い
う
べ
き
で
あ
り
、
そ
の
上
で
裁
判
所
は
侵
害

と
判
断
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
の
評
価
の
道
具
が
、

本
稿
が
後
述
す
る
「
効
用
」
「
主
要
部
」
な
の
で
は
な
い
か
。

そ
し
て
、
「
生
産
」
が
特
許
法
独
自
の
概
念
で
あ
る
な
ら
、

ア
プ
ロ
ー
チ
を
違
え
た
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
導
か
れ
る
結

論
が
分
か
れ
る
こ
と
は
な
い
、
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
結
論

が
分
か
れ
る
ポ
イ
ン
ト
は
、
横
山
説
も
自
認
す
る
と
お
り
に
、

結
局
の
と
こ
ろ
特
許
権
者
の
保
護
を
重
視
す
る
か
、
特
許
製

品
の
流
通
を
保
護
す
る
か
、
そ
の
バ
ラ
ン
ス
に
依
存
す
る
も

の
と
思
わ
れ
る
。

(
幻
)
前
掲
[
置
換
プ
リ
ン
体

W
二
審
]
は
、
形
式
的
に
「
生

産
」
に
あ
た
ら
な
い
行
為
は
カ
テ
ゴ
リ
カ
ル
に
侵
害
を
否
定

す
べ
き
で
あ
る
、
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
事
件
の
射
程
を
反

対
方
向
、
す
な
わ
ち
形
式
的
に
「
生
産
」
に
当
た
れ
ば
そ
れ

だ
け
で
特
許
権
侵
害
が
成
立
す
る
、
と
い
う
方
向
へ
及
ぼ
す

べ
き
で
は
な
い
と
い
う
指
摘
が
あ
る
(
前
掲
田
村
「
鑑
定
意

見
書
」
二
百
(
)
。

(
幻
)
前
掲
田
村
・
知
的
財
産
法
政
策
学
研
究
三
六
1
一
二
九
頁
。

(
お
)
前
掲
田
村
・
知
的
財
産
法
政
策
学
研
究
三
九
1
四
三
頁
。

(M)

田
村
説
に
お
い
て
黙
示
的
許
諾
説
を
併
用
す
る
趣
旨
は
、

消
耗
品
の
製
造
者
に
対
し
て
特
許
権
者
が
権
利
行
使
す
る
余

地
を
認
め
る
点
に
あ
る
。
拙
稿
・
知
的
財
産
法
政
策
学
研
究

一
一
四
1
一
一
七
頁
。

一
六
一
頁
、
渋
谷
達
紀
『
知
的
財
産
法
講
義
I
』
(
二

O
O四

年
・
有
斐
閣
)
二
二
七
頁
。

(
7
)

角
田
政
芳
H
辰
巳
直
彦
『
知
的
財
産
法
』
[
第
二
版
]

(二

O
O一
二
年
・
有
斐
閣
)
一

O
九
頁
(
角
田
)
。
国
際
用
尽

の
文
脈
で
は
あ
る
が
、
前
掲
竹
田
『
特
許
の
知
識
』
三
六
七

頁。
(
8
)

こ
の
よ
う
に
、
用
尽
法
理
の
成
り
立
ち
が
、
特
許
権
者

と
公
衆
と
の
利
益
衡
量
に
依
拠
す
る
部
分
が
大
き
い
以
上
、

用
尽
法
理
は
究
極
的
に
は
権
利
濫
用
法
理
の
具
体
化
の
一
つ

だ
と
い
う
説
が
あ
る
(
前
掲
田
村
・
知
的
財
産
法
政
策
学
研

究
三
五
頁
)
。
ま
た
玉
井
克
哉
「
日
本
国
内
に
お
け
る
特
許
権

の
消
尽
」
牧
野
利
秋
H
飯
村
敏
明
編
「
新
・
裁
判
実
務
大

系
・
知
的
財
産
関
係
訴
訟
法
』
(
二

O
O
一
年
・
青
林
書
院
)

二
五
五
頁
は
、
信
義
則
の
一
適
用
場
面
だ
と
い
う
。
条
文
に

な
い
帰
結
を
採
る
以
上
、
そ
の
と
お
り
で
あ
る
か
も
し
れ
な

(
9
)

な
お
、
用
尽
は
、
特
許
権
者
が
特
許
製
品
を
拡
布
し
た

こ
と
を
も
っ
て
(
当
該
物
に
関
す
る
か
ぎ
り
)
そ
の
目
的
を

達
成
し
た
こ
と
の
帰
結
と
し
て
導
か
れ
る
と
い
う
説
が
あ
る
。

た
と
え
ば
、
豊
崎
光
衛
『
工
業
所
有
権
法
』
[
新
版
増
補
]

ご
九
八

O
年
・
有
斐
閣
)
一
一
一
七
頁
、
前
掲
中
山
『
工
業

所
有
権
法
・
上
』
一
一
一
六
一
1
三
六
二
頁
、
中
山
信
弘
一
縦
『
注

解
特
許
法
』
[
第
三
版
〕
(
二
0
0
0
年
・
青
林
書
院
)
六
六

七
頁
(
中
山
)
、
前
掲
仙
元
『
特
許
法
講
義
』
一
六
一
頁
。
し

か
し
、
こ
の
よ
う
な
説
明
だ
け
で
は
循
環
論
法
の
域
を
出
、
す
、

説
明
と
し
て
は
不
十
分
で
あ
る
と
い
う
指
摘
が
あ
る
(
前
掲

田
村
・
知
的
財
産
法
政
策
学
研
究
三
四
夏
、
同
旨
前
掲
同
・

特
許
研
究
六
頁
)
。

(
日
)
特
許
権
者
の
再
度
の
権
利
行
使
が
認
め
ら
れ
な
い
理
由

を
、
特
許
製
品
を
販
売
し
た
以
上
、
特
許
権
者
は
黙
示
的
に

そ
の
使
用
・
譲
渡
を
購
入
者
に
許
諾
し
て
い
る
は
ず
だ
か
ら
、

と
い
う
点
に
求
め
る
説
が
あ
る
(
黙
示
的
許
諾
説
)
。
黙
示
的

許
諾
説
の
当
否
に
つ
い
て
は
、
前
掲
田
村
・
知
的
財
産
法
政

策
学
研
究
-
二
四
頁
、
前
掲
拙
稿
・
知
的
財
産
法
政
策
学
研
究

七
六
1
七
九
頁
。

な
お
、
本
判
決
で
も
引
用
さ
れ
た
最
判
平
成
9
・
7
・

1

民
集
五
一
巻
六
号
二
二
九
九
頁
、
判
例
時
報
二
ハ
一
二
号
三

頁
[
白
動
車
の
車
輪
上
告
審
]
で
は
、
国
内
消
尽
に
関
し
て
、

い
ち
お
う
流
通
の
安
全
お
よ
び
利
得
機
会
の
有
無
を
主
た
る

理
由
と
し
て
採
用
し
、
黙
示
的
許
諾
説
は
明
示
的
に
は
採
用

さ
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
同
最
判
は
国
内
消
尽
に
つ
い
て

田
村
説
は
、
用
尽
法
理
の
趣
旨
を
利
益
衡
量
に
求
め
て
い

る
。
し
た
が
っ
て
、
全
般
に
「
大
部
分
」
で
あ
っ
た
り
「
一

部
」
と
い
う
、
や
や
境
界
線
が
あ
い
ま
い
に
な
り
が
ち
な
語

を
用
い
て
理
論
を
構
築
し
た
と
し
て
も
、
理
論
全
体
に
破
綻

を
き
た
し
て
い
な
い
。
事
件
の
具
体
的
妥
当
性
を
重
視
す
る

場
合
に
は
こ
れ
で
構
わ
な
い
の
で
あ
ろ
う
。

(
お
)
前
掲
福
岡
[
判
批
]
五
一
六
頁
は
、
こ
の
判
決
が
効
用

基
準
を
持
ち
出
し
た
の
は
、
物
理
的
に
は
使
用
可
能
な
場
合

も
用
尽
を
否
定
で
き
る
と
こ
ろ
に
あ
る
と
い
う
(
判
旨
反

対
)

0ま
た
、
桐
原
和
典
[
レ
ン
ズ
付
き
フ
ィ
ル
ム
ユ
ニ
ッ
ト
・

判
批
]
C
I
P
I
C
ジ
ャ
ー
ナ
ル
一

O
六
号
七
一
頁
(
二
0

0
0
年
)
も
、
効
用
基
準
を
採
っ
た
理
由
に
つ
い
て
、
効
用

期
間
中
に
対
す
る
対
価
を
設
定
し
て
い
る
か
ら
、
効
用
終
了

後
は
権
利
の
再
行
使
を
-
認
め
ろ
、
と
い
う
の
は
理
論
が
逆
転

し
て
お
り
、
本
判
決
は
む
し
ろ
黙
示
的
許
諾
説
に
親
和
す
る
、

と
い
〉
フ
。

(
お
)
こ
の
ほ
か
、
消
耗
品
の
交
換
を
適
法
と
す
べ
き
こ
と
を

傍
論
で
示
唆
す
る
も
の
に
、
前
掲
[
フ
ィ
ル
ム
一
体
型
カ
メ

ラ
]
、
[
レ
ン
ズ
付
き
フ
ィ
ル
ム
ユ
ニ
ッ
ト
]
。

(
幻
)
も
っ
と
も
、
こ
の
よ
う
な
裁
判
例
の
判
断
基
準
に
批
判

が
な
い
わ
け
で
も
な
い
。
前
掲
田
村
「
鑑
定
書
」
で
は
、
こ

れ
ま
で
の
裁
判
例
の
結
論
を
否
定
す
る
わ
け
で
は
な
い
が
、

対
象
製
品
の
「
効
用
」
に
着
目
す
る
の
で
は
な
く
、
修
理
を

行
う
者
が
な
に
を
行
っ
た
の
か
、
と
い
う
観
点
を
主
た
る
観

点
に
据
え
る
べ
き
で
あ
り
、
「
効
用
」
は
、
そ
の
修
理
者
が
ど

の
よ
う
な
行
為
を
行
っ
た
か
を
傍
証
す
る
間
接
的
な
証
拠
に

過
ぎ
な
い
、
と
述
べ
る
。

(
お
)
イ
ン
ク
タ
ン
ク
本
体
も
、
イ
ン
ク
ジ
ェ
ッ
ト
プ
リ
ン
タ

ー
と
の
関
係
で
は
消
耗
品
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
が
、
本
判

決
で
は
そ
の
関
係
は
争
い
と
は
な
っ
て
い
な
い
。
こ
の
よ
う

に
、
議
論
の
対
象
が
「
消
耗
品
」
と
い
え
る
か
ど
う
か
は
そ

れ
自
体
ひ
と
つ
の
論
点
で
あ
る
が
、
前
掲
注

(
1
)
拙
稿
や

本
稿
は
、
消
耗
品
で
あ
っ
て
も
他
の
修
理
と
再
生
産
の
枠
内

で
議
論
で
き
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。

(
m
U
)

前
掲
注

(
4
)
。
用
尽
法
理
の
根
拠
と
し
て
の
黙
示
的
許

諾
説
を
否
定
す
る
と
い
う
文
脈
で
、
前
掲
田
村
・
知
的
財
産

法
政
策
学
研
究
三
四
頁
、
同
己
目
前
掲
同
・
特
許
研
究
六
1
七

頁
、
前
掲
拙
稿
・
知
的
財
産
法
政
策
学
研
究
七
六

i
八
O
頁。

修
理
と
再
生
産
に
的
を
絞
っ
て
論
ず
る
も
の
と
し
て
、
前
掲

田
村
「
鑑
定
書
」
七
1
八
頁
。
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(
ぬ
)
前
掲
玉
井
「
知
的
財
産
関
係
訴
訟
法
』
二
五
一
頁
も
、

社
会
通
念
を
加
味
す
れ
ば
第
三
者
が
不
測
の
損
害
を
被
る
こ

と
は
な
い
と
い
う
。

(
氾
)
も
っ
と
も
こ
の
理
屈
が
通
る
な
ら
、
た
と
え
ば
製
品
に

「
再
販
売
禁
止
」
な
ど
の
刻
印
を
施
す
こ
と
で
用
尽
の
範
囲

が
制
限
さ
れ
て
も
か
ま
わ
な
い
は
ず
、
と
考
え
る
こ
と
も
で

き
な
く
は
な
い
。
し
か
し
、
刻
印
は
無
視
し
て
解
釈
す
べ
き

で
あ
る
。
製
品
の
設
計
と
製
品
の
刻
印
で
は
自
由
度
が
異
な

る
か
ら
で
あ
る
。
製
品
の
設
計
は
、
利
用
に
耐
え
得
る
設
計

を
せ
ね
ば
な
ら
な
い
以
上
、
お
の
ず
と
制
約
が
か
か
り
、
裁

量
の
範
囲
と
い
っ
て
も
そ
れ
ほ
ど
自
由
が
利
く
わ
け
で
は
な

い
。
こ
れ
に
比
べ
て
製
品
に
刻
印
を
施
す
行
為
は
か
な
り
の

自
由
が
利
き
、
刻
印
に
示
さ
れ
た
特
許
権
者
の
一
方
的
な
意

思
を
侵
害
の
成
否
に
及
ぼ
し
て
は
取
引
の
安
全
を
害
し
か
ね

な
い
(
こ
の
よ
う
な
刻
印
に
よ
っ
て
販
売
者
と
購
入
者
の
聞

に
契
約
が
成
立
す
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
も
っ
ぱ
ら
契
約

法
の
問
題
で
あ
る
)
。
し
た
が
っ
て
、
製
品
設
計
は
自
由
度
が

低
い
故
に
そ
の
限
り
で
特
許
権
者
の
意
思
が
反
映
さ
れ
て
も

取
引
の
安
全
を
害
す
る
こ
と
が
な
い
の
で
あ
る
。

(
辺
)
前
掲
拙
稿
・
知
的
財
産
法
政
策
学
研
究
一
一
八

1
一一

九
頁
。

(
お
)
前
掲
田
村
「
鑑
定
書
」
七

1
八
頁
。

(
M
)

前
掲
拙
稿
・
知
的
財
産
法
政
策
学
研
究
一

O
九

1
一一

一
頁
。
た
だ
し
、
製
品
の
主
要
部
で
あ
っ
て
、
か
っ
、
ク
レ

イ
ム
の
要
素
で
あ
る
場
合
、
す
な
わ
ち
拙
稿
に
示
し
た
理
論

の
下
で
侵
害
が
肯
定
さ
れ
る
べ
き
場
合
で
あ
っ
て
も
、
当
該

修
理
部
分
が
特
許
発
明
へ
の
寄
与
が
極
め
て
小
さ
い
場
合
は

例
外
的
に
非
侵
害
と
す
べ
き
場
合
が
あ
り
得
る
(
同
一
一
一

百九)。な
お
こ
の
点
に
関
す
る
田
村
説
で
あ
る
が
、
前
掲
田
村
・

四
一
頁
で
は
、
製
品
基
準
の
考
え
を
否
定
し
て
い
る
よ
う
に

見
え
る
、
が
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
ク
レ
イ
ム
と
無
関
係
に
、
す

な
わ
ち
ク
レ
イ
ム
の
要
素
が
一
切
変
更
さ
れ
て
い
な
い
に
も

か
か
わ
ら
ず
侵
室
円
が
導
か
れ
て
し
ま
う
結
論
を
避
け
る
意
味

で
あ
る
こ
と
が
同
四
一

1
四
二
頁
で
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
製
品
基
準
を
と
る
が
、
ク
レ
イ
ム
の
要
素
に
一

切
変
更
が
な
い
場
ム
口
に
は
非
侵
害
の
結
論
を
採
用
す
る
前
掲

拙
稿
と
は
結
論
に
お
い
て
ほ
と
ん
ど
隔
た
り
が
な
い
よ
う
に

田?フ。そ
の
後
に
執
筆
さ
れ
た
前
掲
田
村
「
鑑
定
書
」
四
頁
に
お

い
て
は
、
修
理
や
取
替
え
が
製
品
の
大
半
に
及
ん
で
い
る
場

30) (判例評論 563号1909号判例時報

合
(
か
っ
、
修
理
の
対
象
が
ク
レ
イ
ム
の
構
成
要
素
で
あ
る

場
合
一
筆
者
補
)
は
原
則
侵
害
一
口
に
当
た
る
と
述
べ
て
い
る
。

ア
プ
ロ
ー
チ
は
異
な
る
が
、
結
論
は
前
掲
拙
稿
・
知
的
財
産

法
政
策
学
研
究
一

O
九

1
一
一
一
頁
と
ほ
ぼ
同
じ
と
考
え
ら

れ
る
の
で
は
な
い
か
。

(
お
)
な
お
判
旨
と
は
離
れ
る
が
、
本
件
の
よ
う
に
プ
リ
ン
タ

ー
を
比
較
的
安
価
で
販
売
し
、
消
耗
品
の
売
上
で
稼
ぐ
と
い

う
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
(
消
耗
品
戦
略
〉
が
成
立
し
な
く
な
る

と
い
う
立
場
か
ら
本
判
決
を
批
判
す
る
見
解
が
あ
り
得
る
。

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
前
掲
田
村
・
知
的
財
産
法
政
策
学
研

究
四
三

1
四
九
頁
お
よ
び
前
掲
拙
稿
・
知
的
財
産
法
政
策
学

研
究
一
一
回

i
一
一
七
頁
に
お
け
る
や
り
取
り
を
参
照
し
て

い
た
だ
き
た
い
。
拙
稿
の
見
解
は
、
消
耗
品
戦
略
を
採
り
た

い
場
合
は
契
約
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
そ
れ
以

上
に
特
許
法
で
消
耗
品
戦
略
を
保
護
す
る
必
要
は
な
い
と
す

る
も
の
で
あ
る
。

(
お
)
前
掲
拙
稿
・
知
的
財
産
法
政
策
学
研
究
一
一
九
頁
。

(
幻
)
参
考
に
す
ぺ
き
文
献
と
し
て
、
前
掲
田
村
・
知
的
財
産

法
政
策
学
研
究
四
五

1
四
七
頁
、
同
・
特
許
研
究
二
一

1
一

四
頁
、
前
掲
拙
稿
・
知
的
財
産
法
政
策
学
研
究
七
一

1
九
九

頁
(
お
よ
び
こ
れ
ら
に
掲
げ
ら
れ
た
参
考
文
献
)
、
窪
田
英
一

郎
「
実
施
許
諾
契
約
と
許
諾
外
の
行
為
」

A
I
P
P
I
五

O

巻
六
号
三
一
四

1
二
一
一
一
一
一
貝
(
二

O
O五
年
)
。

(
お
)
特
許
法
上
の
問
題
は
生
じ
な
い
と
す
る
説
と
し
て
、
前

掲
拙
稿
・
知
的
財
産
法
政
策
学
研
究
一
一
四

1
一
一
七
頁
。

す
な
わ
ち
、
特
許
権
者
と
の
契
約
に
違
反
し
た
と
し
て
も
、

特
許
権
侵
害
に
は
な
ら
ず
債
務
不
履
行
が
生
じ
る
の
み
で
あ

る
。
特
許
法
上
の
問
題
が
生
じ
る
場
合
が
あ
り
得
る
と
す
る

説
と
し
て
、
前
掲
田
村
・
知
的
財
産
法
政
策
学
研
究
四
五

1
四
七
頁
。
こ
の
場
合
、
特
許
権
者
と
の
契
約
ま
た
は
そ
の

意
思
に
反
し
た
場
合
に
は
特
許
権
侵
害
が
成
立
す
る
こ
と
に

な
る
。

(
鈎
)
そ
の
他
参
照
し
た
文
献
と
し
て
、
近
藤
恵
嗣
[
本
判

決
・
判
批
]
C
I
P
I
C
ジ
ャ
ー
ナ
ル
一
五
八
号
(
一
一

0
0

五
年
)
、
上
山
浩
H
西
本
強
[
本
判
決
・
判
批
]
N
B
L
八一

O
号
二
一

i
二
二
頁
(
二

O
O五
年
)
。


